平成13年6月12日

堀　内　英　樹

「教育施設と通学路の安全確保について」全員協議会開催される

· ６月11日（月）に開かれた議会運営委員会で、下記の「教育施設と通学路の安全

　確保について」の緊急質問の申し出をしました。協議の結果、13日（水）本会議終了

　後、全員協議会（非公式な議会・会議録なし）を開催して、質疑を行うことになり

　ました。

· 全員協議会（出席議員は15名）は、13日（水）午後１時から１時52分まで、町長、

　収入役、教育長、教育委員会事務局などが出席して開催されました。５名の議員から、

　大教大付属池田小学校の児童殺傷事件を受けて、上牧町立の教育施設（幼稚園、小学校

　３、中学校２）や通学路の安全確保について、質疑や要望をしました。

☆堀内英樹から、①今回の事件は、「学校は安全な場所ではなくなった」、安全の考え方を

　変えた事件ではないのか、②「地域に開かれた学校」への取り組みと学校の安全確保を

　どのように両立させてゆくのか、③当面の教育施設と通学路の安全確保について、

　約30分にわたり質疑をしました。

☆奥田教育長から、次の答弁がありました。

　・６月８日に文部科学大臣談話が出されるとともに、国・県から通達があった。その

　　主旨は「子どもの命の大切さと安全第一に対応すること」、「行政はいうまでもなく、

　　保護者、ＰＴＡ、住民を含め、地域ぐるみで取り組むこと」である。

　　6月11日午前、緊急に教育委員会を開催し、午後に校長・園長に安全対策の再点検

　　を行うように指示した。

　・小学校と幼稚園の登校園後の門扉や施錠の扱いは、幼稚園：閉門、上小：閉門、

　　二小：閉門・施錠、三小：閉門・施錠である。

☆堀内英樹から、次の要望をしました。

· 安全確保は、教育現場の対応だけでは限度があり、地域ぐるみで取り組むことが

　　不可欠である。「こども110番の家」などの活用や住民の積極的な協力を呼びかけ

　　てはどうか。

　・教育方針として、犯罪を警戒するあまり、「人を見たら鬼と思え」といった、人間

　　不信を受け付ける教育はやって欲しくない。その分、子どもの安全は、学校と地域の

　　大人が責任をもって守る姿勢が大切である。

· 杉田町長や教育委員会から、その主旨を十分考慮して、しっかりと取り組むと、

　答弁があった。

★全員協議会での質疑を取り急ぎ報告します。保護者や住民のみなさんが気づかれたこと

　やご意見などを聞かせてください。どんなことでも結構ですので、メール、掲示板、

　ファックス、電話などでお受けします。

緊急質問許可の申し出「教育施設と通学路の安全確保について」
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緊急質問許可の申し出

6月13日招集の平成13年第2回上牧町議会定例会において、下記の緊急質問を行いたいので、議長の許可を求めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

件　名　　教育施設と通学路の安全確保について

理　由　　　去る６月８日に、大阪府池田市の国立大阪教育大学付属池田

　　　　　　小学校に、37歳の男が出刃包丁を持って進入し、休憩時間中の

　　　　　　教室で、児童らにいきなり切りつける事件が発生した。その結果、

　　　　　　８人の1、２年生が死亡し、15人が負傷した。児童にとって学校

　　　　　　施設は、先生と友達がいて、家庭とともに最も安全な場所で

　　　　　　あるとされてきた。その学校施設内で、予期もしない事件が発生

　　　　　　した衝撃は、計り知れない。

　　　　　　　上牧町においても一昨年11月に変質者による小学校低学年

　　　　　　女児にたいするいたずら事件があった。今回のような事件が

　　　　　　わが町でも起こりうる可能性は否定できない。保護者の中には

　　　　　　教育施設と通学路の安全確保について、再点検と確固たる対応を

　　　　　　求める声が高まっている。

　　　　　　　したがって、教育施設と通学路の安全確保について、町の

　　　　　　見解と対策を緊急に質問したい。
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